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Auto-MDIXの前提条件
インターフェイスがレイヤ 3モードの場合に、レイヤ 2パラメータを設定するには、パラメー
タを指定せずに switchport インターフェイスコンフィギュレーションコマンドを入力し、イ
ンターフェイスをレイヤ 2モードにする必要があります。これにより、インターフェイスが
いったんシャットダウンしてから再度有効になり、インターフェイスが接続しているデバイス

に関するメッセージが表示されることがあります。レイヤ3モードのインターフェイスをレイ
ヤ2モードにした場合、影響のあるインターフェイスに関連する以前の設定情報が消失する可
能性があり、インターフェイスはデフォルト設定に戻ります。

デフォルトで Automatic Medium-Dependent Interface Crossover（Auto-MDIX）機能が有効に設定
されます。

Auto-MDIXは、すべての 10/100/1000 Mbpsインターフェイスと、10/100/1000BASE-TX Small
Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールインターフェイスでサポートされています。他の
SFP、SFP+、または QSFPモジュールインターフェイスではサポートされていません。

Auto-MDIXの制約事項
受電デバイスがクロスケーブルでデバイスに接続されている場合、そのデバイスは IEEE802.3af
に完全には準拠しておらず、Cisco IP Phoneやアクセスポイントなどの準規格の受電デバイス
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をサポートしていない場合があります。これは、スイッチポート上で Automatic
Medium-Dependent Interface Crossover（Auto-MIDX）が有効かどうかは関係ありません。

Auto-MDIXの設定について

インターフェイスでの Auto-MDIX
自動メディア依存型インターフェイスクロスオーバー（MDIX）が有効になっているインター
フェイスでは、必要なケーブル接続タイプ（ストレートまたはクロス）が自動的に検出され、

接続が適切に設定されます。Auto-MDIX機能を使用せずにデバイスを接続する場合、サーバ、
ワークステーション、ルータなどのデバイスの接続にはストレートケーブルを使用し、他のデ

バイスやリピーターの接続にはクロスケーブルを使用する必要があります。Auto-MDIXが有効
になっている場合、他のデバイスとの接続にはどちらのケーブルでも使用でき、ケーブルが正

しくない場合はインターフェイスが自動的に修正を行います。ケーブル接続の詳細について

は、ハードウェアインストレーションガイドを参照してください。

Auto-MDIXはデフォルトで有効になっています。（注）

次の表に、Auto-MDIXの設定およびケーブル接続ごとのリンクステートを示します。

表 1 :リンク状態と Auto-MDIXの設定

ケーブル接続が正しくない

場合

ケーブル接続が正しい場

合

リモート側の
Auto-MDIX

ローカル側の
Auto-MDIX

リンクアップリンクアップ点灯オン

リンクアップリンクアップ消灯点灯

リンクアップリンクアップ点灯消灯

リンクダウンリンクアップ消灯消灯

Auto-MDIXの設定方法

インターフェイスでの Auto-MDIXの設定
デフォルトで Auto MDIXはオンです。ポートで Auto MDIXを無効にするには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで no mdix autoコマンドを使用します。デフォルトに戻
すには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで mdix autoコマンドを使用しま
す。次に、Auto MDIXを有効にする手順を示します。
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Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

Device# configure terminal

設定する物理インターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

interface interface-id

Example:

Device(config)# interface

ステップ 3

gigabitethernet1/0/1

Auto MDIX機能を有効にします。mdix auto

Example:

ステップ 4

Device(config-if)# mdix auto

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 5

Device(config-if)# end

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 6

Device# copy running-config
startup-config

Auto-MDIXの設定例
次の例では、ポートの Auto MDIXを有効にする方法を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Device(config-if)# mdix auto
Device(config-if)# end
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Auto-MDIXと動作状態
表 2 : Auto-MDIXと動作状態

説明インターフェイスでの Auto-MDIX
設定と動作状態

Auto-MDIXは有効になっており、フル機能しています。Auto-MDIX on (operational: on)

このインターフェイスでは Auto-MDIXは有効になってい
ますが、機能していません。Auto-MDIX機能を正常に動
作させるには、インターフェイス速度を自動ネゴシエー

ションに設定する必要があります。

Auto-MDIX on (operational: off)

no mdix autoコマンドにより、Auto-MDIXが無効になっ
ています。

Auto-MDIX off

Auto-MDIXに関するその他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Command Reference (Catalyst 9300 Series Switches)この章で使用するコマンドの完全な構文お

よび使用方法の詳細。

Cisco Catalyst 9300シリーズスイッチハードウェ

ア設置ガイド

電源装置に関する情報。

Auto-MDIXの機能履歴
次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで

使用できます。
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機能情報機能リリース

自動メディア依存型イ

ンターフェイスクロス

オーバー

（Auto-MDIX）対応の
インターフェイスは必

要なケーブル接続タイ

プ（ストレートまたは

クロス）を自動的に検

出し、接続を適切に設

定します。

インターフェイスでの Auto-MDIXCisco IOS XE Everest
16.5.1a

Cisco FeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポー
ト情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfn [英語]からア
クセスします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


